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税

金

固
定
資
産
課
税
明
細
書
・
納
税
通
知
書

の
送
付
お
よ
び
縦
覧
・
閲
覧

◆
固
定
資
産
課
税
明
細
書
・
納
税
通
知
書
の

送
付

固
定
資
産
課
税
明
細
書
（
土
地
・
家
屋
）

と
納
税
通
知
書
を
５
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

※
４
月
以
降
に
税
額
な
ど
の
確
認
を
希
望
す

る
方
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
令
和
６
年
度

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

納
税
者
が
自
分
の
固
定
資
産
と
ほ
か
の
固

定
資
産
の
評
価
額
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

期

間

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮

会

場

市
役
所
１
階
課
税
課
資
産
税
係

対

象

市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
に

係
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

持
ち
物

…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

●

…
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
市
内
に
同
一
世
帯
で
お
住
ま
い
の
方
は
委

任
状
は
不
要
で
す
が
、
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
所
在
地
、
地
積
・
床
面
積
、
評
価
額
な
ど
）

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期

間

通
年

※
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、

４
月
１
日
㈪
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

会

場

市
役
所
１
階
課
税
課
資
産
税
係

対
象
と
閲
覧
範
囲

本
人
が
所

有
し
て
い
る
固
定
資
産

…
借
地
・
借
家
対
象
資
産

持
ち
物

…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

…
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
市
内
に
同
一
世
帯
で
お
住
ま
い
の
方
は
、

委
任
状
は
不
要
で
す
が
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

…
賃
貸
借
契
約
書
ま
た
は

賃
貸
借
関
係
が
確
認
で
き
る
書
類
、
借
地
・

借
家
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
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第
１
０
６
回

飢
餓
は
遠
い
国
の
こ
と
？

ク
ー
ル

エ
コ
ち
ゃ
ん
は
今
ま
で
に
１
日

何
も
食
べ
な
い
で
い
た
こ
と
が
あ
る
か
な
。

エ
コ

な
い
で
す
。
お
腹
が
す
い
た
ま
ま

だ
と
夜
眠
れ
な
く
な
り
そ
う
で
す
。

ク
ー
ル

そ
う
だ
よ
ね
。
大
人
だ
っ
て
１

日
食
べ
な
い
で
い
る
の
は
辛
い
。
で
も
、
世

界
で
は
10
人
に
３
人
が
中
度
・
重
度
の
食

糧
不
安
の
状
態
に
あ
り
、
特
に
飢
餓
に
直

面
し
て
い
る
人
は
７
億
８
３
０
０
万
人
も
い

る
ん
だ
。

エ
コ

紛
争
と
か
が
あ
っ
た
国
は
大
変
で

す
よ
ね
。

ク
ー
ル

そ
う
な
ん
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
目

標
の
２
番
目
に
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
と
あ
る

け
れ
ど
、
ゼ
ロ
ど
こ
ろ
か
こ
の
数
年
増
え
て

い
る
ん
だ
。
紛
争
な
ど
の
影
響
も
あ
る
け
れ

ど
、
気
候
変
動
の
影
響
も
大
き
い
ん
だ
よ
。

エ
コ

雨
が
降
ら
な
い
か
ら
作
物
が
育
た

な
い
と
か
畑
が
砂
漠
に
な
る
と
か
で
す
か
。

ク
ー
ル

そ
う
。
干
ば
つ
・
洪
水
な
ど
は

す
さ
ま
じ
い
規
模
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
。
ア

フ
リ
カ
の
内
陸
部
で
は

水
不
足
が
さ
ら
に
深
刻

に
な
り
、
砂
漠
が
拡
大

し
て
農
業
も
畜
産
も
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

逆
に
海
沿
い
で
は
水
位
が
上
が
っ
て
農
地

が
水
没
し
た
り
塩
害
に
あ
っ
た
り
も
し
て

い
る
。
気
候
関
連
の
災
害
で
多
く
の
人
が

故
郷
を
離
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

エ
コ

故
郷
を
離
れ
る
ほ
ど
な
ん
で
す
ね
。

ク
ー
ル

そ
う
。
国
連
な
ど
が
必
死
で
食

糧
援
助
や
生
活
を
立
て
直
す
支
援
を
し
て

い
る
け
れ
ど
追
い
付
か
な
い
。
気
候
危
機
を

止
め
な
い
と
「
飢
餓
ゼ
ロ
」
に
近
づ
く
こ
と

は
で
き
な
い
ね
。

エ
コ

日
本
は
世
界
で
５
番
目
に
Ｃ
Ｏ
２

を

た
く
さ
ん
出
し
て
い
る
ん
で
し
た
よ
ね
。
私

た
ち
の
責
任
は
重
い
で
す
ね
。

ク
ー
ル

支
援
も
必
要
だ
し
、
今
の
自
分

た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え
て
気
候
危
機

を
止
め
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
に
世
界
の

食
糧
不
足
は
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本
に

も
大
き
く
影
響
す
る
。
食
糧
の
値
上
が
り

は
そ
の
表
れ
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

エ
コ

遠
く
の
国
の
食
糧
難
を
ひ
と
ご
と

だ
と
思
わ
ず
に
、
生
活
の
見
直
し
を
す
ぐ

始
め
な
く
ち
ゃ
！

問
合
せ

環
境
保
全
課
内
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状
況
に
よ
り
、
施
設
が
休
館
し
た
り
、
事
業
な
ど
が
変
更
・
延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

�

介
護
保
険

３
月
下
旬
に
介
護
保
険
給
付
費

通
知
を
送
付
し
ま
す

通
知
が
届
い
た
ら
、
事
業
所
か
ら
発
行
さ

れ
た
領
収
書
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
交
付

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
票
な
ど
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象

令
和
５
年
12
月
～
令
和
６
年
１
月

に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
（
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
は
対
象
外
）

※
市
へ
の
手
続
き
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
係
内

���

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金

引
き
落
と
し
）
を
開
始
し
ま
す

令
和
５
年
度
の
保
険
料
を
納
付
書
や
口

座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
方
の
う
ち
、
令
和

６
年
４
月
の
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
る

方
に
、「
令
和
６
年
度
介
護
保
険
料
特
別
徴

収
（
年
金
引
き
落
と
し
）
開
始
の
お
知
ら
せ
」

を
３
月
中
旬
以
降
に
送
付
し
ま
す
。

４
・
６
・
８
月
の
介
護
保
険
料
額
は
、
令
和

５
年
度
の
保
険
料
の
所
得
段
階
を
基
に
仮
算

出
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

※
令
和
６
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
７

月
上
旬
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ

高
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経
済
や
環
境
な
ど
、
世
界
が
直
面
し
て
い
る

問
題
に
対
す
る
経
済
界
の
取
組
み
を
促
す
た
め

に
活
動
す
る
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（World 

��������
�����

：���

）」
は
、
毎
年
各
国

に
お
け
る
男
女
格
差
を
測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ

ャ

ッ

プ

指

数
（������

���
�����

：

���

）
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
の
日
本
の
順
位
は
１
４
６
か
国
中

１
２
５
位
（
前
回
は
１
１
６
位
）
で
し
た
。
日

本
の
「
教
育
」
の
順
位
は
47
位
で
あ
る
一
方
、「
経

済
」
の
順
位
は
１
２
３
位
、「
政
治
」
の
順
位

は
１
３
８
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
日
本
の
女
性
は
、
男
性
と
同
じ
よ
う

に
教
育
を
受
け
、
知
識
や
能
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
知
識
や

能
力
を
社
会
で
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
と

い
う
評
価
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
が
２
０
２
３
年
に
示
し
た
資

料
に
よ
る
と
、
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
が
長
い

ほ
ど
、就
業
を
継
続
す
る
妻
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
子
以
降
の
出
生
割
合

も
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
女
性
側
に
偏
り
が
ち
な
育
児
や
家
事

の
負
担
を
夫
婦
で
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
女
性

の
出
産
意
欲
や
継
続
就
業
の
促
進
に
も
つ
な
が

る
の
で
す
。

２
０
２
１
年
の
社
会
生
活
基
本
調
査
に
よ
る

と
、「
家
事
」「
介
護
・
看
護
」「
育
児
」「
買
い
物
」

を
合
わ
せ
た
家
事
関
連
時
間
は
、
男
性
は
51
分
、

女
性
は
３
時
間
24
分
で
す
。
女
性
は
１
日
当
た

り
男
性
の
３
・
８
倍
の
時
間
を
家
事
関
連
時
間

に
費
や
し
て
い
る
実
態
が
わ
か
り
ま
す
。
現
状

で
は
、
男
性
の
家
事
参
加
時
間
は
増
加
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
を
実

現
す
る
に
は
、
い
っ
そ
う
の
男
性
の
家
庭
生
活

へ
の
参
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
男
性
の
家
事
育
児
へ
の

参
加
や
育
児
休
業
の
取
得
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
男
性
労
働
者

の
長
時
間
労
働
の
問
題
を
社
会
的
に
是
正
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
子
育
て
が
昇
給
・
昇
格
の
不

利
に
な
る
よ
う
な
企
業
内
部
の
ル
ー
ル
を
改
善

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

「
女
性
の
労
働
問
題
」
は
、「
男
性
の
労
働
問
題
」

の
裏
返
し
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
女
性
の
側

に
現
れ
た
困
難
は
、
職
場
で
人
間
ら
し
く
働
く

た
め
の
男
性
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

女
性
の
労
働
問
題
の
裏
側
に
隠
さ
れ
た
男
性
の
労
働
問
題

　
　
執
筆
：
小お

尾び

晴は
る

美み
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